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合　　　　　　計 111,600

体験、意見交換、検証 111,600
協議会長等の報償費、会場借上
料、レクリエーション保険等

成果目標
（成果指標）

　協議会の開催を通じて関係者間の繋がりを強化し、もって各地域の今ある魅力の再発見、新
しい魅力の形成（磨き上げ）、発信力の強化を図る。

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額 備考

推進協議会の開催

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

　高原・温泉等の観光資源、またその中で湯治・スポーツ合宿等が盛んに営まれてきた歴史的
経緯・環境を最大限に活かし、旅をきっかけに心身がリフレッシュし、健やかになれる体験型（滞
在型・周遊型）観光コンテンツの充実を図り、地域づくりに活かす。

現 状 と
課 題

・平成３年をピークに観光地利用者数、観光消費額とも全体的に低迷傾向が続き、平成28年は
一時的に、ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」放送の効果により利用者数は過去最高、消費額も近年に
ない伸びを見せたものの、翌年以降は再び減少している。
・県内客と県外客の構成比で見ると県平均に比べ県内客が多く、日帰り客が多い。
・上田地域の豊富で魅力的な観光資源やそれを活かした関係者の取組を、もっと観光客数や消
費に結びつける必要がある。
・「真田丸」効果で増加した観光客に再度、足を運んでもらったり、新たな信州・上田ファン（誘
客）を増やすため、地域の強みを活かした地域一丸の取組、観光コンテンツの充実が急務であ
る。
・観光消費額を伸ばし、地域が潤うことを通じて、観光地域づくりを加速させるための取組とし
て、特に宿泊を中心とした「滞在型」、地域内を巡る「周遊型」メニューの強化が必要である。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

１　「信州上田地域 健康パーク（上田地域型ヘルスツーリズム）推進協議会」の開催
　取組の推進母体として昨年度設立した官民学協働の協議会を、引き続き開催する。
　（開催方法は、昨年４回実施する中で好評を得て定着した以下のスタイルを踏襲）

　・協議会は、上田地域内の主だった観光拠点に実際に赴き、現地で開催する。
　・その地域ならではの「健康×観光」型コンテンツを直に体験する。
　・ワークショップを行い、カスタマー視点（外から目線）で意見交換を行う。
　・会議終了後は、更に繋がりを深めるため、交流会（会費制）を催す。
　・現地開催での議論を整理・検証し、具体的な取組に繋げるための会議を適宜開催する。

《令和元年度開催スケジュール》
　第５回　Ｒ元年５月　上田市（菅平高原）　　　　第６回　Ｒ元年８月　東御市（湯の丸高原）
　第７回　Ｒ元年９月　青木村（農村体験）　　　　第８回　Ｒ元年11月　長和町（中山道）
　※新型コロナウイルス感染症等の影響により会議の開催回数を変更(６回→４回)。
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今後の方向性
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から延期となっている第9回協議会を次年
度早期に開催し、令和元年度開催回の整理を踏まえた各地域の施策・展望や次年度以降の取
組について検討行う。

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

○協議会を4回開催し、現地視察やe-Bikeの体験
などを通じ、官民学協働で体験型・滞在型・周遊型
観光コンテンツの充実を図るための検討を進めた。

　第5回　R元. 5.23　上田市 菅平高原
　第6回　R元. 8. 1　東御市 湯の丸高原
　第7回　R元. 9.27　青木村 道の駅あおき
　第8回　R元.11.22　長和町 和田宿

○協議会を通じて関係者同士の連携
強化が図られた。
○構築した連携を基に、東日本台風
(台風第19号)災害における観光関係の
情報収集や、その後の復興イベントの
開催等に活かすことができた。
○協議会を契機として、管内各地で具
体的な取組が始まり出した。

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


